


　平成22年11月24日に、Ａグループは市長に、

医療・福祉関連を中心に政策提言を行いました。

　グループとして視察から得た政策や、グルー

プ内での研究・討論を経て得た政策など、数多

くありますが、その一部を掲載します。

　議員として、政策を提言することは重要な役

割であります。今回は、市長との面談というよ

うな形式を執りましたが、今後とも、執行部に

対して建設的な提言を行ってまいります。

◆市長への提言内容◆

・県で設置したドクターヘリを本市としても積

極的に活用していけるような体制の整備を行

っていってはどうか。

・保健と福祉の施設の統合について、今後の施

設整備にあたり検討していくことは重要では

ないか。

・「医療」関連産業は将来性のある産業であり、

本市は近隣を含め医療関係の事業者が集積し

ており、積極的な取り組みを行ってはどうか。

・特別支援教育について、京都市ではきめ細や

かな政策を実施している。「西の京都」「東

の宇都宮」と言われるように、さらに特別支

援教育の充実を図るべきではないか。

・地域で認知症の人を支える仕組みづくりをし

ていくことが、今後の高齢社会にとって重要。

「安心して徘徊のできるまち」にするための

施策を検討していくべきではないか。

・生活保護については、景気低迷のあおりを受

け、受給者が全国的に増加している。本市に

おいても、就労自立支援と医療扶助における

医療費の適正化をさらに進めていくべきであ

る。

・「孤独死」が増加してきている。地域におけ

る支え合いや助け合いなどが希薄になってい

ることが原因のひとつ。今後は、それらの共

助の仕組みを再構築する必要がある。

・「萩市」では、まちじゅうを博物館として様々

な観光を基軸とした様々な取り組みを行って

いる。歴史を活用した観光への取り組みは有

効。本市としても検討を進める価値がある。

・農業行政について、出雲市ではＪＡと協力し

て、担い手、産地化、ブランド化などの力強

い特徴のある事業に補助を行っている。研究

の余地があると思われる。

・小中学校の３学期制復活について、検討を進

めてはどうか。

・将来を担う起業家を育成していく取り組みは、

今後の重要な取り組みのひとつと考える。

　
平
成
22
年
11
月
２
日
に
、
会
長
、

幹
事
長
、
政
務
調
査
会
長
の
３
名

で
市
長
室
に
て
予
算
化
要
望
書
を

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施

策
に
つ
い
て
、
会
派
内
で
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。
各
議
員
は
、
議
員

活
動
の
中
で
様
々
な
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
個
別
的
な
要

望
も
あ
り
ま
す
が
、
市
政
全
般
を

考
え
た
要
望
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
集
約
し
、

検
討
を
重
ね
た
も
の
が
「
要
望
書
」

で
あ
り
ま
す
。
「
概
要
版
」
を
綴

じ
込
み
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
要
望
が
予
算
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
で
、
「
住
ん
で
よ
か

っ
た
ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち

宇
都
宮
」
が
実
現
さ
れ
る
も
の
と

信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
さ
ら
に
今
後
と
も
皆
様

の
ご
要
望
を
施
策
に
反
映
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
い
つ
で
も
結
構
で
す
の
で
、

会
派
、
各
議
員
に
要
望
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
百
年
に
一
度
の
世
界
的
不
況
に
襲
わ

れ
、
一
昨
年
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
発
生
し
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
に
端
を
発
し
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ス
の
破
綻
に
よ
る
世
界
的

金
融
市
場
の
崩
壊
の
影
響
を
引
き
続
き
受
け
、
さ
ら
に
、
急
激
な
円

高
な
ど
に
よ
る
不
透
明
感
が
ま
ん
延
し
、
な
か
な
か
最
悪
の
状
態
か

ら
抜
け
き
れ
な
い
で
い
る
。
ま
た
、
都
市
と
地
方
で
は
依
然
と
し

て
、
内
需
産
業
と
外
需
産
業
、
あ
る
い
は
個
々
の
生
活
に
お
け
る
世

代
間
等
で
様
々
な
形
の
格
差
社
会
が
到
来
し
、
国
民
が
将
来
の
見
通

し
に
対
す
る
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
世
界
一
安
全

安
心
な
国
と
し
て
の
誇
り
が
失
わ
れ
、
国
民
生
活
の
困
窮
が
強
烈
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
政
権
が
交
代
し
１
年
が
経
過
し
た
が
、
最
重
要
課

題
で
あ
る
は
ず
の
景
気
回
復
策
が
効
果
的
に
実
行
さ
れ
ず
、
一
向
に

混
迷
の
状
態
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
。

　
さ
て
、
本
市
の
財
政
は
、
こ
れ
ま
で
、
財
政
力
指
数
・
経
常
収
支

比
率
・
自
主
財
源
比
率
等
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
数
値
が
全
国
類

似
都
市
と
比
較
し
て
相
対
的
に
上
位
に
位
置
し
、
財
政
面
で
の
健
全

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の

多
く
の
地
方
自
治
体
が
少
子
高
齢
化
と
金
融
不
安
の
影
響
に
よ
り
、

産
業
・
経
済
面
で
の
活
力
の
低
下
、
就
業
人
口
減
少
に
よ
る
歳
入
の

減
少
等
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
る
都
市
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
扶
助
費
は
本
市
も
年
々
増
加
し
、
ま
た
一
方

で
は
、
農
林
業
、
建
設
業
、
小
規
模
小
売
店
な
ど
の
地
場
産
業
に
つ

い
て
は
景
気
回
復
の
兆
し
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
本
市
で
も
地
域

間
・
産
業
間
格
差
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
近
年
刻
々
と
変
わ
る
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
鑑
み
、
さ
ら
に
本
市
と
し
て
は
財
政
の
安
定
確
保
と
健

全
な
行
財
政
運
営
を
基
本
に
景
気
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
宇
都
宮
の
実
現
に
向
け
て
、
お
も
て
な
し
の
心
を
も
っ
た
、

産
・
学
・
官
一
体
と
な
っ
た
市
民
協
働
の
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

新幹線ポスターから

　
北
関
東
初
の
50
万
人
都
市
で
あ

る
「
宇
都
宮
市
」
は
、
将
来
に
お

い
て
政
令
指
定
都
市
や
道
州
制
に

よ
る
州
都
を
目
指
す
た
め
に
は
、

主
体
的
・
自
立
的
な
都
市
経
営
基

盤
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

財
源
の
安
定
確
保
と
健
全
な
行
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
昨
年
国

に
お
い
て
は
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、

不
透
明
な
舵
取
り
に
株
価
の
下
落

や
消
費
の
更
な
る
冷
え
込
み
を
招

き
、
景
気
が
不
安
定
な
時
代
に
突

入
し
た
。
従
っ
て
、
平
成
23
年
度

の
市
税
収
入
の
伸
び
が
期
待
で
き

な
い
中
、
更
に
は
今
後
の
少
子
高

齢
化
に
伴
う
扶
助
費
の
上
昇
な
ど



に
よ
り
、
投
資
的
経
費
の
確
保
は

更
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が

容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
市
の
都
市
活
力
の
向
上
・

地
場
産
業
の
支
援
と
い
う
観
点
か

ら
、
景
気
回
復
及
び
都
市
間
競
争

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
積
極
的

な
行
政
経
営
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
民
間

活
力
を
積
極
的
に
導
入
し
、
よ
り

効
率
的
、
よ
り
効
果
的
に
施
策
事

業
を
行
い
、
宇
都
宮
市
民
全
て
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、
財
政

安
定
と
健
全
な
行
財
政
運
営
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
収

納
対
策
の
強
化

②
各
種
財
政
指
標
と
各
種
基
金
の

目
標
値
維
持
の
た
め
の
取
り
組

み
の
強
化

③
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き

る
専
門
性
の
高
い
職
員
の
採
用
・

育
成
と
適
正
配
置

④
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
に
よ
る
効
果
的
な
公
共
施
設

管
理
の
取
り
組
み

⑤
指
定
管
理
者
制
度
の
更
な
る
活

用
に
向
け
て
の
整
理
、
検
討
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様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価

値
観
が
溢
れ
る
中
で
、
地
方
分
権

の
推
進
に
よ
る
自
治
体
の
主
体
性
・

自
立
性
の
強
化
が
図
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
更
な
る
宇
都
宮

市
の
発
展
と
そ
こ
に
暮
ら
す
市
民

の
幸
せ
を
望
む
た
め
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
市
民
・
企
業
等
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
し
く
み
の

確
立
な
ど
、
成
熟
し
た
社
会
に
対

応
出
来
る
市
政
運
営
の
あ
り
方
が

必
要
に
な
る
。

　
身
近
な
行
政
の
推
進
や
市
民
活

動
の
促
進
・
支
援
、
行
政
と
市
民

の
情
報
の
共
有
、
政
策
形
成
過
程

か
ら
の
市
民
参
加
の
促
進
な
ど
、

住
民
自
治
の
成
熟
化
を
図
り
な
が

ら
、
個
々
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
が
実
現
で
き
る
、
市
民
・
企

業
等
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
社
会

の
形
成
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
確
立
、
都

市
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
の
積

極
的
な
取
り
組
み

②
ま
ち
づ
く
り
組
織
、
担
い
手
、

団
体
等
の
支
援
の
強
化
及
び（
仮

称
）
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

整
備

　
誇
り
の
持
て
る
本
市
の
実
現
の

た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、

さ
ら
に
緑
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
景

観
形
成
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
ま
た
、
人
や
環
境
に
や
さ
し
い

公
共
交
通
網
の
整
備
充
実
と
幹
線

道
路
や
市
民
に
身
近
な
生
活
道
路

の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
産
・
学
・
官
一
体
と

な
っ
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
及

び
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
積

極
的
形
成
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
駅
東
口
整
備
の
早
期
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
の
強
化

②
宇
都
宮
工
業
高
校
跡
地
の
有
効

活
用
に
向
け
て
の
県
と
の
早
期

協
議

③
市
内
県
有
施
設
（
美
術
館
、
体

育
館
、
図
書
館
等
）
と
市
施
設

と
の
整
合
性
及
び
役
割
の
明
確

化
④
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
地

域
対
策
の
推
進

⑤
東
北
縦
貫
自
動
車
道
大
谷
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
日

光
・
宇
都
宮
道
路
の
石
那
田
イ

ン
タ
ー
の
早
期
設
置

⑥
Ｊ
Ｒ
岡
本
駅
の
早
期
橋
上
化
と

周
辺
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
早
期
着

手
⑦
東
北
新
幹
線
「
は
や
て
・
は
や

ぶ
さ
」
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
停
車

に
向
け
て
の
取
り
組
み
強
化

⑧
地
域
内
公
共
交
通
（
地
域
内
交

通
・
生
活
バ
ス
路
線
・
サ
イ
ク

ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
等
）
の

充
実

⑨
「
宇
都
宮
市
自
転
車
の
ま
ち
推

進
計
画
」
に
則
っ
た
自
転
車
走

行
空
間
の
計
画
的
整
備
や
自
然

環
境
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成

⑩
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
、
栃
木

Ｓ
Ｃ
、
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク

ス
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
へ
の
支
援
と
チ
ー
ム
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
更
な
る
強

化
、
促
進

⑪
上
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
積

極
的
な
推
進

⑫
大
型
映
像
装
置
を
活
用
し
た
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創
出

⑬
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ

る
市
民
へ
の
市
政
情
報
提
供
の

充
実

⑭
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
よ
り
一

層
の
推
進



iii

　
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
、
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

地
球
環
境
を
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
た
め
、
地
球
温
暖
化
問
題
の

解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
太
陽
光
発
電
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な

ど
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
と
す

る
低
炭
素
都
市
づ
く
り
の
積
極

的
な
取
り
組
み

②
ご
み
の
５
種
13
分
別
の
更
な
る

徹
底
と
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
活
用
の
強
化
及
び
も
っ
た
い

な
い
運
動
の
推
進

③
ゴ
ミ
焼
却
灰
や
ス
ラ
グ
の
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
新
技
術
の
研
究
と

販
売
促
進

観光ポスター（コースター） 観光ポスター（餃子図鑑）

　
経
済
環
境
の
変
化
や
消
費
者
ニ

ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
広
域
都

市
圏
の
中
心
都
市
と
し
て
魅
力
と

活
力
あ
る
商
工
業
を
振
興
し
、
多

様
化
す
る
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
多
様
な
産
業
の
底
辺
拡

大
を
図
る
た
め
に
は
、
積
極
的
企

業
誘
致
に
よ
り
、
本
市
財
政
と
雇

用
の
安
定
的
な
確
保
と
同
時
に
、

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
の
集
積

促
進
と
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
地

域
産
業
と
し
て
の
農
・
商
・
工
の

基
盤
づ
く
り
と
競
争
力
の
強
化
と

産
・
学
・
官
の
連
携
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
お
も
て
な
し
の
ま

ち
宇
都
宮
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
工
夫

を
し
て
、
観
光
都
市
を
目
指
し
た

新
た
な
魅
力
づ
く
り
の
推
進
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

　
本
市
農
業
は
、
輸
入
農
産
物
の

増
大
や
農
業
担
い
手
の
減
少
な
ど

厳
し
い
環
境
に
あ
り
、
加
え
て
安

全
・
安
心
な
農
産
物
を
求
め
る
消

費
者
や
農
林
業
の
持
つ
癒
し
へ
の

関
心
の
高
ま
り
へ
の
対
応
、
更
に

は
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

「
農
業
王
国
う
つ
の
み
や
」
を
目

指
し
た
食
育
や
地
産
地
消
、
都
市

と
農
村
の
交
流
、
安
全
・
安
心
な

農
産
物
の
生
産
振
興
な
ど
、
生
産
・

流
通
・
食
品
産
業
・
消
費
者
が
一

体
と
な
っ
た
総
合
的
な
農
林
業
振

興
策
を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
企
業
誘
致
、
新
規
起
業
者
支
援
、

産
学
官
連
携
な
ど
の
企
業
へ
の



iv

積
極
的
支
援

②
今
後
の
中
央
卸
売
市
場
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
検
討
強
化

③
ジ
ャ
ズ
、
カ
ク
テ
ル
、
餃
子
な

ど
の
観
光
資
源
や
、
大
谷
石
、

宇
都
宮
牛
な
ど
の
地
元
特
産
物

を
活
か
し
た
都
市
型
観
光
と
農

商
工
連
携
の
推
進

④
大
谷
地
区
の
振
興
（
旧
大
谷
公

会
堂
の
活
用
な
ど
）
と
安
全
確

保
や
問
題
解
決
策
の
更
な
る
推

進
⑤
国
の
「
総
合
特
区
制
」
を
活
用

し
た
「
ク
ラ
ウ
ド
・
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
構
想
」
の
実
現
に
向
け

た
、
国
に
対
す
る
働
き
か
け
の

強
化

　
健
康
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
の
安

全
と
安
心
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
障
が
い
者
・
健
常
者
の

区
別
な
く
老
若
男
女
が
一
様
に
や

さ
し
さ
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
も
守
ら
れ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
も

必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
安
全
安
心
な
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
さ
ら
に
、
上
質
な
医
療

を
提
供
し
て
い
く
た
め
の
救
急
医

療
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
取
り

組
み
を
今
後
と
も
実
施
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
対

策
に
お
け
る
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み

②
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

③
高
齢
者
入
所
・
通
所
介
護
施
設

へ
の
支
援
の
充
実

④
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
（
授
産

施
設
支
援
、
社
会
的
自
立
支
援
、

日
中
一
時
支
援
事
業
、
入
所
・

通
所
施
設
の
整
備
、
発
達
支
援

児
保
育
の
充
実
）

⑤
児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
の

強
化

　
明
日
の
宇
都
宮
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
夢
を
持
っ
て
心
身
と
も

に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
労
働
・
住

宅
・
教
育
な
ど
子
育
て
に
関
連
の

深
い
分
野
に
つ
い
て
、
連
携
を
深

め
総
合
的
な
支
援
づ
く
り
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
、
保
育
制
度
に
つ
い
て
は
、

待
機
児
童
解
消
に
努
め
る
と
と
も

に
、
現
制
度
を
堅
持
し
つ
つ
拡
充

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、

不
登
校
・
非
行
な
ど
を
防
止
す
る

た
め
の
幅
広
い
施
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

が
個
々
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
心
を
育
む
教
育
活
動
推
進
事

業
な
ど
総
合
的
な
施
策
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
自
主
性

や
想
像
力
を
培
い
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
た
く
ま
し
い
宮
っ
子
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
青
少
年
の
社
会
参
加
の
機
会
を

拡
大
す
る
た
め
の
活
動
拠
点
の
確

保
や
問
題
行
動
の
早
期
発
見
に
努

め
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
学
校
・

地
域
・
行
政
が
人
づ
く
り
に
関
し

て
共
通
の
理
念
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
認
識
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
連
携
協
力
し
な
が
ら
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
も
含
め
、
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
の
た

め
の
施
設
の
増
設
及
び
保
育
所

運
営
・
保
育
士
へ
の
待
遇
改
善

②
小
中
学
校
通
学
区
域
の
見
直
し

等
、
少
子
化
に
よ
る
諸
問
題
解

消
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組

み
③
危
険
な
通
学
路
や
歩
行
ス
ペ
ー

ス
の
な
い
道
路
に
お
け
る
歩
道

の
早
期
整
備

④
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を
踏
ま

え
た
、
小
中
学
校
２
学
期
制
の

検
証
と
土
曜
日
授
業
に
向
け
て

の
積
極
的
な
取
り
組
み

⑤
就
学
支
援
に
対
す
る
積
極
的
な

取
り
組
み

⑥
健
康
増
進
の
た
め
の
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
充
実

⑦
山
車
（
屋
台
）
・
天
棚
な
ど
の

有
形
文
化
財
の
保
護
及
び
伝
統

文
化
活
動
へ
の
支
援



◎：リーダー　○　サブリーダー

　平成22年11月24日に、Ｃグループは市長に、

文化・教育関連を中心に政策提言を行いました。

　グループとして視察から得た政策や、グルー

プ内での研究・討論を経て得た政策など、数多

くありますが、その一部を掲載します。

　議員として、政策を提言することは重要な役

割であります。今回は、市長との面談というよ

うな形式を執りましたが、今後とも、執行部に

対して建設的な提言を行ってまいります。

◆市長への提言内容◆

・外国人児童生徒学習の保障には、保護者・地

域・学校・事業者・国際交流協会等との相互

連携の基盤の確立と日本語指導者の確保及び

人件費を含む環境の整備をすべきである。

・外国人児童生徒も日本人児童生徒も共に大切

にし、心身共に健やかにはぐくんでいく「共

生のまちづくり」を目指すべきである。

・きめ細かな学習指導を行うには、教師の負担

軽減のための人的配慮と、教師の質の向上の

ため、互いの授業を見せ合い、評価や問題点

などを指摘しあうことが必要である。

・単元ごとの学校評価調査（学習達成調査）で、

きめ細やかな子どものための指導をすべき。

・９年間を見通した教育とするために、同敷地

内に小学校と中学校一体型の校舎をつくるこ

とが望ましい。質の高い授業、先生の事務量

軽減や生徒への目配りなど、一番望ましい小

中一貫校のあり方であり、できうる限り、同

敷地内、小・中学校一体型の校舎とすべき。

・地域の特色に合わせた教育活動では、「みん

なの先生」などの伝統や文化、昔遊び等地域

に開かれた特色ある学園づくりを推進するに

あたり、人材の確保と積極的な予算の配分を

すべきである。

・発達障害や集団不適応の児童に対する支援に

ついては、相談員、指導員、サポーターの配

置の確立と人材の確保、サポーターの質の向

上、更に校内支援体制と保護者との信頼関係

の構築をすべきである。

・小１プロブレム、中１ギャップの解消のため、

幼・保・小・中学校が一体となり、子どもの

学びの連続性、目標、内容の系統性、指導の

継続性を踏まえ、意図的・計画的に一貫した

教育を行うべきと考える。

・「放課後学習室」事業を積極的に取り入れ、

児童生徒の学習習慣の定着、自学自習力の向

上を図り、学力向上に努めるべきと考える。

・小・中学校と一貫性のある英語教育により、

国際理解に関する学習の一環として外国語会

話に触れることや、慣れ親しむことが必要で

ある。

　平成22年11月24日に、Ｂグループは市長に、

経済・環境関連を中心に政策提言を行いました。

　グループとして視察から得た政策や、グルー

プ内での研究・討論を経て得た政策など、数多

くありますが、その一部を掲載します。

　議員として、政策を提言することは重要な役

割であります。今回は、市長との面談というよ

うな形式を執りましたが、今後とも、執行部に

対して建設的な提言を行ってまいります。

◆市長への提言内容◆

・地域経済が停滞しているなか、中心市街地と

地元商店街の活性化を図るため、商工会議所

や商店街組合等と連携して、「人・物・お金」

を循環させる起爆剤の一つとして、地域通貨

制度の導入を検討してみてはどうか。

・とちぎの元気な森づくり事業を積極的に活用

して、間伐材の有効活用や森林整備を実施す

ると共に、バイオマス事業の積極的支援や地

球環境面においての啓蒙啓発活動を図ると共

に、環境教育の充実を推進するなど、積極的

な事業の推進を図ってはどうか。

・また、イノシシの被害が山林・農地から人的

被害へ拡大してきていることを踏まえ、更な

る安全対策を行う必要がある。

・国・県と連携し国際社会のグローバル化に対

応できる為の「農業王国宇都宮」の推進を図

り、農業を産業として継続していくための取

り組みが必要である。

・徳島県上勝町の高齢者福祉産業「葉っぱビジ

ネス」のように、高齢者が元気になり、年金

受給者が納税者になったことを考えると、地

域の絆を深め人と農地・山林の土地を守って

いくことも重要であり、農林業が発展するた

めには、生産・流通・販売を効率的・効果的

に進めるための組織を強化していくことが不

可欠である。

・産・学・官連携のもと、新エネルギーや環境

産業の研究開発、地場産業の育成と連携強化

を推進し、人材育成を積極的に推進すること。

・宇都宮市の中心市街地や郊外の自然などの地

理的条件を有効活用し、交流人口・定住人口

の増加を図るため、イベントの開催や独自の

ブランド力を活用し、広域的・多角的に観光

戦略を展開してみてはどうか。

　また、北関東横断道路の全線開通に伴う戦

略的な政策を計画・実行することも重要であ

る。




